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研究成果の概要 

2023年度は大規模な神経活動記録を実現するために以下の 2つを実施した。(1) Image 

stitchingを利用したカルシウムイメージングを実現するシステムを立ち上げた。まず電動 XY ステ

ージ上に頭部固定したマウスを設置して、任意の観察脳領域を 2光子撮像するようにステージ位

置を制御するシステムを構築した。隣接する脳領域をオーバーラップさせて撮像し、オーバーラッ

プ領域の輝度分布の相互情報量を最大にするように画像を連結することで、連続視野から神経活

動を記録できることを確認した。(2) 複数脳領域を連結した撮像データから神経活動を抽出する手

法のパイプライン化を行った。動物の動きや拍動、呼吸などによる撮像動画の揺れ補正、また神経

細胞の検出法に関しては、先行手法を利用した。精度や計算コストの両側面を考慮して本データ

に適した手法を選んだ。また本観測系では異なる脳領域間の移動を繰り返しながら、同一脳領域

から複数回の撮像を行う。電動 XY ステージの繰り返し位置決め精度はμmオーダーであるた

め、同一領域の撮像を繰り返すと数μmの位置ずれが生じる。その位置ずれによって同一細胞を

異なる細胞と判断してしまう、もしくはその逆が生じうる。この問題を解決するために各観察領域に

おいて同一細胞を追従するアルゴリズムの構築も行った。 

大脳皮質の神経細胞にカルシウムセンサーを発現させて体性感覚野を中心とした頭頂葉から

神経活動を記録したところ 10,000以上の神経細胞の活動を記録できることを確認した。また、本研

究では側頭葉における多感覚の情報統合に注目する。側頭葉に観察窓を取り付ける手法を確立

させ、同様に神経活動記録を行ったところ 5,000以上の神経細胞の活動を記録できることを確認し

た。 

 

 


